
　私
た
ち
が
、
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
評

価
す
る
の
は
、
そ
れ
以
降
の
活
動
を
よ
り
よ

い
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。
し
か
し
、
振
り

返
り
が
「
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
」「
い
ま
一

つ
だ
っ
た
こ
と
」を
挙
げ
る
こ
と
に
偏
る
と
、

取
り
組
み
そ
の
も
の
が
価
値
の
な
い
も
の
に

思
え
た
り
、
た
く
さ
ん
あ
る
課
題
の
ど
れ
か

ら
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
っ

た
り
し
て
し
ま
い
、
改
善
の
意
欲
を
大
き
く

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方

で
、「
生
徒
の
目
が
輝
い
て
い
た
」
と
い
っ

た
抽
象
的
な
振
り
返
り
で
終
わ
る
と
、
取
り

組
み
の
本
質
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
改
善
の

検
討
に
至
ら
ず
、
振
り
返
り
の
場
が
事
務
的

な
申
し
送
り
で
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　今
、
多
く
の
学
校
現
場
で
、
成
果
が
す
ぐ

に
表
れ
な
い
取
り
組
み
、
数
字
で
評
価
し
に

く
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
係

者
が
「
引
き
続
き
頑
張
ろ
う
」「
次
は
こ
こ

を
工
夫
し
よ
う
」
と
前
向
き
に
な
り
、
取
り

組
み
の
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
具
体
的

な
成
果
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
組
織
と

し
て
の
肯
定
感
を
高
め
た
上
で
、
優
先
的
に

改
善
す
べ
き
事
柄
を
共
有
す
る
振
り
返
り
の

場
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
で
も
司
会
・
進
行

役
の
配
慮
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

前向きになれる振り返り

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

学校現場での
新たなチャレンジ

後ろ向きに
振り返ると……

その結果、
モチベーションが
低下してしまう

◎学校としての初めての
　取り組み

◎今までと違う形での
　取り組み

◎成果がすぐには表れにくい
　取り組み

◎評価方法を模索している
　取り組み

◎若手のアイデアを生かした
　取り組み

◎生徒や保護者、
　地域と協働した取り組み

手間がかかってしまった

やらなければよかった

役割分担があいまいだった

以前のままでよかった

全体に対する成果が明確でない

思っていた結果と違った

希望者だけの取り組みにすればよかった

一部から批判的な声が上がった

簡素なものにすればよかった

振
り
返
り
は
後
ろ
向
き
な

反
省
モ
ー
ド
に
な
り
が
ち

テーマ

　社会の変化を踏まえ、多くの学校が教育活動の改善など、新
たなチャレンジに取り組んでいます。ただ、そうしたチャレン
ジは、成果が担保されていたり、結果がすぐに表れたりするも
のばかりではありません。また、生徒、保護者、地域など、立

場によってその評価が分かれることもあります。取り組みの価
値を見極めるのにある程度時間がかかることについて、後ろ向
きな振り返りをしてしまうと、その取り組みにかかわった人た
ちのモチベーションを大きく低下させることがあります。

学校現場の新たなチャレンジにこそ、前向きになれる振り返りが必要
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次
回
の
テ
ー
マ

　
最
初
に
「
今
回
の
取
り
組
み
で
よ
か
っ
た

こ
と
」「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
こ

と
」
を
振
り
返
る
と
、
問
題
点
を
冷
静
に
受

け
止
め
、
改
善
に
取
り
組
む
た
め
の
心
の
準

備
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
教
師
は
、
生
徒
に

対
し
て
ま
ず
よ
い
と
こ
ろ
を
評
価
し
、
そ
の

後
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
改
善
点
を
示
唆

し
ま
す
が
、
教
師
同
士
の
振
り
返
り
に
お
い

て
も
、
お
互
い
を
具
体
的
に
肯
定
し
合
う
姿

勢
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
、
１
人
が
目
に

す
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
。

あ
の
生
徒
が
こ
ん
な
言
葉
を
発
し
た
、
こ
の

生
徒
に
こ
ん
な
変
化
の
兆
し
が
見
え
た
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
取
り
組
み
を
肯
定
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
う
中
で
、「
組
織
の

成
果
」
が
共
有
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
全

員
が
一
定
の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、「
こ

の
取
り
組
み
を
も
っ
と
よ
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
厳
選
し

よ
う
」
と
い
っ
た
観
点
に
立
ち
、
枝
葉
末
節

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
本
質
的
な
課
題

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

成
果
を
確
認
し
て
初
め
て

課
題
を
受
け
止
め
ら
れ
る

こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
校
内
研
修
と
し
て
講
師
を
招
き
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
聞
く
機
会
が
増
え
て
い
る
学

校
も
多
い
で
し
ょ
う
。
参
加
者
が
受
け
身
で
は
な
く
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
講
演
会
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
仕
か
け
を
取
り
上
げ
ま
す
。
生
徒
向
け
の
進
路
講
演
会
な
ど
の
場
づ
く
り
に
も
役
立
つ
テ
ー
マ
で
す
。

司会・進行役が配慮する「進め方」
真摯な振り返りは、後ろ向きな反省モードでのみ成立するわけではありません。
会議・研修のメンバーが前向きに取り組みの成果を認め合ってこそ、現状のよさを
生かしながら、今後何を改善していけばよいかを、共通理解することができます。

まず、
よかったことを
数多く

同じ内容
であっても
挙げていく

改善点は最後に、
厳選して

取り組みを振り返る際には、「よかったこと」「このまま続けていきたいこ
と」をできるだけたくさん挙げていきます。改善点を先に挙げようとする
メンバーには、「後でその時間を設けます」と、まずは取り組みを肯定的
に捉えるための言葉を、会議・研修の参加者全員から募ります。

「よかったこと」「このまま続けていきたいこと」は、些細なことでもよく、
ほかの人と同じ内容であっても繰り返し述べてよいことを参加者に伝えま
す。同じような成果を感じた人がいることが分かれば、それが取り組み
に対する組織全体の評価であると、参加者が共感しやすくなるからです。

「よかったこと」「このまま続けていきたいこと」を十分挙げたら、改善
点を募ります。数は1人１、２項目程度と上限を設けることで、「優先事項」
が絞り込まれます。また、この時点では取り組み全体を肯定的に評価す
る雰囲気が生まれているので、枝葉末節な批判が出にくくなります。

参加者全員の肯定感を高める
「よかったこと」は一部のメンバーだけ
が語るものではなく、会議・研修の場
で参加者全員が語ることが大切です。
肯定的な意見で「あの人はそんな捉え
方をしていたのか」と、お互いの視野
の広さを再発見することで、参加者相
互の信頼感が一層高まるからです。

前向きに
なれる
振り返り

K E Y- P O I N T

1

2

3

「よかったこと」は全員に可視化する
「よかったこと」を会議・研修の参加者全員の
力で思いつく限り挙げていきますが、その際、
参加者全員の前で板書をすることが大切です。
成果を視覚的に捉えることで、「これだけ得る
ものがあったのだから、さらによいものとする
ための改善を行いたい」という、前向きな意
識を参加者の内面に醸成していきます。

←黒板または
　ホワイトボード

司会・
進行役

ある高校で教科外活動の振り返り
を行った際の板書。4 分の３程度を

「よかったこと」で埋めてから、改
善点を挙げました。

黒板やホワイトボードの大半を「よ
かったこと」を書き込むスペースと
決め、そこを埋めてしまってから改
善点を出すという流れを参加者に共
通理解させます。

例：「よかったこと」が出尽くすまで、
1人ずつ順番に聞いていく。

例：班で「よかったこと」を挙げた上
で、各班から全体に共有する。

実際
の例

板書の仕方

「よかったこと」
を書くスペース
GOOD!

「改善点」
を書く
スペース
TRY! GOOD! TRY!

「よかったこと」の挙げ方の例
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